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 15 日、15 時 45 分、釧路空港に到着したチャーター機(ハワイアン航空１機)

から在沖縄米海兵隊の隊員が降り立ち、阿寒バス 5 台に分乗して矢臼別演習場

に向かいました。本隊の第 1陣です。 

 釧路空港を出たのが 17 時 18 分。到着から出発まで 1 時間 30 分もかかって

います。前回(2019 年)は、第 1 陣も 2 陣も到着から出発まで約 30 分しかかか

っていません。今回の「もたつき」は、特別な事情がない限り、部隊・兵員の

不慣れ、要領の悪さが原因かと思います。 

 今日(16日)の午後到着すると思われる第 2陣の様子も見なければなりません

が、おそらくあまり訓練されていない部隊・兵員たちではないかと思われます。 

 若い隊員の多かった 2013 年に、りゅう弾を演習場外に着弾・爆発させる事

件を起こしています。今年は、特に私たちの監視活動が重要な年だと捉え、こ

ころして活動していたいものと思います。よろしくお願いします。 
 

 
 
 釧路勢は釧路空港で監視活動を行い、矢臼別平和委の面々８人は、そこから

の連絡を受けながら、別海町中西別市街の交差点で待機。バスが通過するとき

に合わせ「海兵隊は本国に帰れ」の横断幕をかかげて抗議しました。 

 また、別海町では、矢臼別の住人を中心に西春別駅前市街で平和のためのサ

イレント・スタンディングを午後２時から行いました。 
 

 
 15 日に続き、本日(16 日)第２陣が入ってくるものと想定しています。時間

も今日と同じと考え、釧路勢は釧路で、矢臼勢は別海で抗議と監視の活動を行

います。昨日(15 日)の海兵隊の動きをおさらいします。 

 ●15：45～釧路空港到着 ●17：18～釧路空港をバスで出発 ●18：45～中

西別市街交差点通過 ⇒ 矢臼別演習場中西別ゲートから場内へ。 
 

 
 

 

 

 

 


